
トリチウムのモニタリングの概要について ①

⽔産物の安全性と消費者の信頼確保のため、トリチウムを対象とする⽔産物の
モニタリングを実施しています。

● できるだけ早くモニタリングの結果を⽣産者・消費者に提供し、⾵評を抑制したい。

＜令和４年度＞

● 北海道から千葉県まで、東⽇本の太平洋側で200検体程度を分析。

● 精密な分析のため、分析結果を出すには１か⽉半程度の期間を要する。

● 検出限界値は、最⼤でも0.4Bq/kg程度であった。

＜令和５年度＞

● 具体的には、検出限界値を10Bq/kg程度とし、翌⽇⼜は翌々⽇に結果を
得られる⼿法（迅速分析）を実施。

1
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トリチウムのモニタリングの概要について ②

2

・ 放出⼝の北北東へ約4km、放出⼝の南南東へ約5km（⾚囲み部分）で
サンプリング。

・ ALPS処理⽔の海洋放出前の８⽉８⽇から実施。放出前後で結果を⽐較。

・ 放出期間中は週４回、放出の無い期間は週１回検査結果を公表。

・ 第１回⽬の放出⽇（８⽉24⽇）から令和６年３⽉14⽇までに､148検体
の分析(※)を⾏い、全て検出限界値未満｡

※ ヒラメ､ホウボウ､マダイ､マゴチ、トラフグ､メイタガレイ
ババガレイ、イシガレイ
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⿂類 35種 アイナメ、イシガレイ、イラコアナゴ、カツオ、カナガシラ、キアンコウ、
キツネメバル、ギンザケ、ゴマサバ、サケ、シラス、シログチ、シロメバル、
ショウサイフグ、スケトウダラ、スズキ、チダイ、トラフグ、ババガレイ、
ヒラメ、ビンナガ、ブリ、ホウボウ、マアジ、マアナゴ、マガレイ、マコガレイ、
マサバ、マダイ、
マダラ、マツカワ、ミギガレイ、ムシガレイ、ヤナギムシガレイ、サンマ

甲殻類２種 イセエビ、ガザミ
⾙類 ７種 アカガイ、アサリ、ウバガイ、エゾアワビ、チョウセンハマグリ、ホタテガイ、

マガキ
頭⾜類４種 スルメイカ、ヤナギダコ、ヤリイカ、マダコ
海藻類４種 ノリ、ヒトエグサ、マコンブ、ワカメ
その他 ３種 エゾバフンウニ、マナマコ、マボヤ

3⽔産庁資料 https://www.jfa.maff.go.jp/j/housyanou/kekka.html （2024年２⽉28⽇時点）を基に作成

 令和４年６⽉から開始し、令和６年２⽉28⽇時点で400検体の分析を実施しました。
トリチウム分析結果 （精密分析）



(単位：Bq/kg)漁具回収漁具設置

分析機関(検出限界値)分析部位報告日時日時日採取地生産水域試料名No.

(公財)海洋生物環境研究所(7.34)検出限界値未満筋肉R6.3.54:40頃R6.3.117:20頃R6.2.29T-S8福島県沖ヒラメ152

(公財)海洋生物環境研究所(6.77)検出限界値未満筋肉R6.3.64:30頃R6.3.55:40頃R6.3.4T-S3福島県沖ヒラメ153

(公財)海洋生物環境研究所(6.77)検出限界値未満筋肉R6.3.65:00頃R6.3.55:30頃R6.3.4T-S8福島県沖メイタガレイ154

(公財)海洋生物環境研究所(7.24)検出限界値未満筋肉R6.3.73:10頃R6.3.65:30頃R6.3.5T-S3福島県沖ババガレイ155

(公財)海洋生物環境研究所(7.09)検出限界値未満筋肉R6.3.73:20頃R6.3.66:00頃R6.3.5T-S8福島県沖ヒラメ156

(公財)海洋生物環境研究所(7.54)検出限界値未満筋肉R6.3.124:50頃R6.3.814:15頃R6.3.7T-S3福島県沖ヒラメ157

(公財)海洋生物環境研究所(7.59)検出限界値未満筋肉R6.3.124:30頃R6.3.814:20頃R6.3.7T-S8福島県沖ババガレイ158

(公財)海洋生物環境研究所(7.52)検出限界値未満筋肉R6.3.135:40頃R6.3.126:10頃R6.3.11T-S3福島県沖ヒラメ159

(公財)海洋生物環境研究所(7.53)検出限界値未満筋肉R6.3.134:45頃R6.3.125:30頃R6.3.11T-S8福島県沖ヒラメ160

(公財)海洋生物環境研究所(7.18)検出限界値未満筋肉R6.3.1413:00頃R6.3.126:00頃R6.3.12T-S3福島県沖ヒラメ161

(公財)海洋生物環境研究所(7.22)検出限界値未満筋肉R6.3.1413:00頃R6.3.125:00頃R6.3.12T-S8福島県沖ヒラメ162
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 令和５年８⽉から開始し、全ての検体で検出限界値未満です。

トリチウム分析結果（迅速分析）

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜



検査結果の公表

 ⽔産庁では放射性物質検査の結果をHPで公表しています。
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＜ポイント＞
（１） トリチウム
① 精密分析（検出限界値︓0.4Bq/kg程度。分析期間︓１カ⽉半程度。）

令和４年度から実施してきた公定法を継続（年間200検体） 。
② 迅速分析（検出限界値︓10Bq/kg程度。分析期間︓１⽇から２⽇程度。）

令和５年度から実施してきた⼿法を継続（年間250検体） 。
分析の頻度を、放出期間中は週４回、放出の無い期間は週１回で実施。

（２） 放射性セシウム
検体数は9,000検体を維持。

⽔産物の安全性と消費者の信頼確保のため、
（１）関係者の御要望を踏まえつつ、トリチウムを対象とする⽔産物のモニタリングを⾏う。
（２）これまで⾏ってきた放射性セシウムのモニタリングは、検体数を維持し継続。

令和６年度の⽔産物のモニタリングについて

６


